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終業式 式辞

早いもので、一学期も今日で終わりになります。振り返って、校長として何よりも

うれしかったのは、皆さん一人一人が、日々成長を遂げてきたことです。と言われて

も、自分がどのように成長したのかを自覚するのは難しいので、皆さんはピンと来な

いかもしれません。そこで、次の三つの言葉を通して振り返っていただきたい。

それらは「言い訳」と「愚痴」と「知恵」です。何かをやろうとしたとき、できな

い、分からないなど、言い訳をしましたか？又は、何でやらなきゃないんだなど、愚

痴をこぼしましたか？それとも、どうにかしてやり遂げようなどと、知恵を絞ってい

ましたか？授業中はどうでしたか。運動会ではどうでしたか。生徒総会ではどうでし

たか。実は、言い訳・愚痴・知恵は、ある文の一部です。その文は次のとおりです。

「一生懸命だと 知恵が出る 中途半端だと 愚痴が出る いい加減だと 言い訳ば

かり」

さて、明日からは夏休みです。やりたいこと、挑戦したいことなど、人それぞれで

しょう。愚痴や言い訳をできるだけ言わず、一生懸命に物事に打ち込む日々を過ごし

てほしい。それに加えて、学校で身に付けた多くの力を発揮して、充実した夏休みを

過ごすよう期待しています。ちなみに 「やらなければならないこと （must)という気、 」

持ちは 「やってみたい （want）という気持ちに切り替えて、前向きに頑張っていた、 」

だきたい。最後に、くれぐれも命を大切にして、安全に生活することを願って式辞と

いたします。以上。

今学期、学校を支えてくださいました保護者の皆様、特別会員の皆様はじめ地域の

皆様には、感謝の気持ちでいっぱいです。多くの御支援ありがとうございました。こ

れからも教職員一同、生徒のために精一杯教育活動に臨みますので、今後もどうぞよ

ろしくお願いいたします。

最後に、

宣 伝 を 二

つ。
・夏休み中の図書

室開放（白熊ポ

スター）

・映画上映会

興味のある方、是

非御来校くださ

い。お待ちしてお

ります。

「AI時代の学びはどうあるべきか？」の問いに挑む教育
ドキュメンタリー作品。全世界20カ国で5000以上の学校
や公共施設で上映され、未来を切り開く教育の対話や改革

を生み出している

子どもたちの未来を一緒に考えませんか？

保護者・地域の皆様のご参加お待ちしています。

2019年８月８日(木) 13:00～
13:00～15:00 上映会
15:10～16:00 ワークショップ

参加料：無料
場 所：豊崎中多目的ホール

申込みは豊崎中学校まで

０１７８－２３－２５１６ （担当 田中教頭）

豊崎小・豊崎中
ＪＳ拡大研修会


